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都市，田園そして風景：都市化以前の状況から
ポスト・シティ（近代化後の都市）へ

ロベルト・テッロースィ／西澤　藍・片桐亜古（訳）

田園誕生以前

田園が生まれる前には何が存在したのだろうか？　自然科学的観点に基づけば，手付かずの
自然，豊かな森林に恵まれた地，あるいは荒涼たる不毛の地というのが答えとなるだろう。し
かし人類学そして哲学的視点からの答えは異なる。苦痛や死の存在しない，それどころかその
観念すらも存在しない “地上の楽園 ”，“ エデンの園 ”，“ 穢れなき土地 ”というのが答えである。
苦痛や死という観念の到来とともに幻想は打ち砕かれ，人は動物としての人間という自然な在
り方から，生まれ落ちたその時から苦痛と死の宿命を負った悲劇的な存在へと転落した。

この推移はある種の「創造」あるいは「人の誕生」であると言える。古代文明の勃興につい
ての物語の中で，エデンの環境はまだ明確には人間的なものとは言えない。聖書の中でも正真
正銘の人間的環境は地上の楽園からの追放に端を発する。楽園追放以前のアダムはある種の“前”
人間に属する。死すべき者としての運命の下で最初に生まれたのは，羊飼いアベルと農夫カイ
ンの兄弟である。彼らは労働を通じて自然との関係を育んでいた。労働とは存在論的に人の有
限性と結びついており，計測可能な時間や空間もまた同様に有限である。不死たる存在は労働
を必要とせず，時間に対しても時の作用の及ぶ空間に対しても頓着することはない。これらは
すべて死というものがあって初めて重要な意味を持つ。自らが死に行くことを知る者は時間の
持つ重要性に目を向け，生きていくために必要な活動を重視するため時間・空間を計測して目
に見える形で把握しようと試みる。このような状況のもとで，人の労働に宛てられる場は農耕・
牧畜どちらにおいても田園となる。聖書は，定住生活を送る農夫であるカインが，一箇所に留
まらずに遊牧生活を送る羊飼いのアベルを殺害したことを人の発展の起源としており，これは 2
つのことを示している。一つは田園と，そしてそれにより可能となる農作は本質的に，ハイデガー
が「死への存在」と呼ぶものに結びついているということだ。そしてもう一つは新石器時代の
特徴となる定住生活への推移である。

新石器時代には文明が興ったが，それは大きな苦しみの結果でもある。つまりカインの犯し
た殺人を反映して生まれたものなのだ。この話は，農耕の創始者であり人々の支持を集めたオ
シリス神を弟のセト神が殺害した話を彷彿とさせるし，レムスが双子の兄弟であるロムルスに
殺害された話を思い起こさせる。”死 ” なくして田園は存在しない。死がなければ，あるのはエ
デンであり，地上の楽園であり，つまるところ，漠然とした捉えがたいものである。罪深い人
としての性質に汚されていない純粋な状態とはすなわち不死の状態なのである。
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死と復活

田園とは “死 ” と “ 人による労働の必要性 ”という意識によって特徴付けられる自然の一形態
である。その一方で，田園はそれらの意識が生み出す苦痛への救済でもある。田園とは神秘信
仰や原神秘主義の形成の場でもあった。これらもおそらくメソポタミアに起源を持つが，彼の
地ではイナンナ＝イシュタル女神によって彼女の身代わりに冥界へ置かれた牧畜神タンムズ＝
ドゥムジの神話が見出される。男女の原理の交代は植物の死と再生を連想させ，入信者にとっ
て復活の可能性をうかがわせる。さらに興味深いことに，神秘信仰における復活とはすでに言
及したオシリス神，農耕の創始者でありオルフェウスのように身体を引き裂かれて死んだ神の
神話と直接結びついている。ギリシア神話ではオルフェウスは冥界に属していても牧畜に結び
つけられ，農耕はディオニュソスやペルセポネーの母であり豊穣を司るデーメーテールの領分
である。このような神話は多少の差異が見受けられるものの，他の神話と混じり合いながらア
ジア中に広く存在し，その範囲は日本にまで達している。オルフェウスとエウリュディケーの
話はイザナミとイザナギを彷彿とさせ，セト神はスサノオに似ており（これはレヴィ・シュト
ラウスによって既に指摘されている），デーメーテール女神の不在に伴う穀物の不作，大地の荒
廃はアマテラスの神話を思い起こさせる。

都市 /田園の二元論

かつて哲学者マリオ・ペルニオーラは “Natura, coltura, cultura（自然，耕作，文化）”と題す
る講演において，農耕とは開墾や田園といった領域に属し，文化の場である都市と自然の場で
ある森林の中間に位置すると述べた。これに従うと，田園は都市や森林とは段階的に異なって
いるに過ぎず，あたかも半分は自然であり半分は文化であるかのようだ。この考察は非常にもっ
ともらしく思えるが，おそらく事物をより複雑にしてしまう。というのも，都市は完全に文化
に符合すると単純には言えないし，そこに住む人も本能や情熱や生理的要求を持たない完全に
文化的な存在ではありえない。それゆえ，たとえどんなに合理的であろうとしても，人は非合
理的な性質とは不可分なのだ。むしろ非合理性を塞き止めようとすればするほど，それはかえっ
て凝り固まり，より力を得ることとなる。そういった意味で，都市とは細胞のようだと言える（例
えば，卵は黄身と白身から成り，それぞれが各自の機能を持ち，互いに補完的である）。この非
合理の部分は自然の野生の力を有する神聖なものであり，それは野生の力を社会的結束のため
に機能する要素へと変換する。そしてそこから，卵から様々な器官が発達するように，あらゆ
る制度が発生する。社会が複雑化するにつれて，これらの制度はより雑然とした環境下におい
ても社会的統制力を発揮できるようになる。つまり社会構造が複雑化するにつれて神聖なる力
は影のごとくに弱まり，野生の力は減じていく。つまり都市は拡大するにつれて，聖性は別の
形で存続するのだが，世俗化する傾向がある。（図 1，2）
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図1　都市マリの復元

図2　トロイのアクロポリス（復元）

つまり，都市は自身の内に野生との直接的な関係を内包し続けるのだ。田園は都市形成の前
提であるが，都市の方は一度発展してしまうと田園を生活のための資源を取り出す場所と再定
義するようになる。都市は田園を搾取するが，その一方で都市があるがために田園ではより効
率的な耕作技術の実践が可能になる。その意味で田園は都市にとって必要な取り木であり，都
市と同様に自然とは相反するものである。牧歌的な田園は牧歌詩人によって歌われて有名となっ
た地においても死の空間であり続け，地上の楽園でも未踏のジャングルでもない。つまりその
ような場所は見かけ上はありのままの手付かずの自然であるにもかかわらず，人の手の入った
場所であり続けるのだ。これこそが名言，「et in arcadia ego（私はアルカディアにおいてでさえ
も存在している）」の意味するところである。（図 3）
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図3　グエルチーノ《われアルカディアにもありき》1618-22 年

田舎のネズミと街のネズミ

一般にイソップは紀元前 6世紀に有名な寓話を著したアフリカ出身の奴隷であったと言われ
ている。この時代ギリシアの都市は急速に発展しつつあったが，寓話そのものはおそらくギリ
シアではなく，その頃から古い都市が存在し，当時すでに主題要素として田園への憧れを募ら
せていた中東の地から来ている。イソップは，『ペンタメローネ』の場合と同じように，寓話の
全てを自分で考え出したわけではなく，それらを，もしかしたらギリシア人の感性にあうよう
に改編しながら収集した。つまり「落ち着いた穏やかな農民」や「田舎の生活」のステレオタ
イプは非常に古くて根強く，「裕福だがストレスに悩む街人」というステレオタイプも同様なの
かもしれない。しかしながらそのような都市・田舎に対するイメージは歴史的な根拠とは矛盾
するものであると言えよう。

牧歌的でない生活

田園において人々の生活の場となる部分はそれなりに安定していたのに比べて，田園それ自
体はそうではなかった。田園は戦争の際には常に軍隊が通過し，略奪や暴力を被っていた。多
くの場合，農民たちは土地から追われ，田園は強烈な搾取の場と化した。現在に伝えられる最
古の例はローマ帝国時代で，戦争や多量の奴隷を保持することにより財産を築いた貴族たちが，
奴隷により開拓される巨大なラティフンディアを造るために農民を田園から追い払った。追い
出された農民たちはローマに流れ込み，いわゆる無産市民となった。この問題を解決するため
にグラックス兄弟が力を尽くし，その結果はよく知られている。こうして，追われた農民にとっ
て，そしてまた農民に代わって不本意にも自分と何の関わりもない土地に縛りつけられた奴隷
たちにとっても，田園は移転の地となったのである。



－ 45 －

都市，田園そして風景：都市化以前の状況からポスト・シティ（近代化後の都市）へ（テッロースィ／西澤・片桐）

詩的美観

そうして田園は奴隷制度の地となったわけだが，まさにこの時期に心の平安と親交に満ちた
地としての田園を創るという観念的な試みがなされた。グラックス兄弟は閥族派（貴族階級）
と平民派（中流階級）の間の一連の闘争への幕を切り，マリウス vsスラ，あるいはカエサル vs

ポンペイウスといった内乱へと続いていった。これらの闘争の終わり，カエサルが暗殺されて
貴族により組織された軍隊が崩壊した後，オクタヴィアヌスは政治的興奮の鎮静を図り平和路
線の統治を目指した。それを果たすためにオクタヴィアヌスの友人のマエケナスは，エピクロ
ス派の心の平安と個への回帰という理想を利用した文化的政策を起案した。心の平安を求める
ことは政治参加から一歩引いた生活を送ることを広め（政治の世界はストア派にとって代わら
れることになる），個への回帰とは都市生活のストレスから離れ，家族や信頼できる友人と過ご
す田園での生活の理想化を意味する。これらの理想像はティブルスやプロペルティウス，ウェ
ルギリウス，そして後にホラティウスといった詩人たちによって紹介された，ギリシアの詩人
カリマコスの哀歌やテオクリトスの牧歌を通して広められた。しかしながらその中で語られる
田園というのは文学的に組み上げられたものに過ぎず（ウェルギリウスの場合はしばしば強固
な概念に支えられたものではあったが），現実逃避のための桃源郷であった。

帝国末期の田園

3 世紀の危機を経た後，ローマ帝国はもはや食い止められない制度の崩壊を迎えつつあった。
現実の社会では様々な価値観が混ざり合い，ヘレニズム文学とローマの実用主義が帝国の文化
的スタンダードとして評価を得ていた。都市では社会の一体感が薄れ，個人主義が台頭した。
労働は奴隷や他から流れてきた無産市民に委ねられた。イタリア半島の民族は武器を手放して
しまい，軍の内部では異民族出身者の割合が増していた。もはや自分本位な他人に仕えようと
する者はいなかったのだ。こうして帝国の領土拡大の段階が行き詰まり，異民族の圧迫に対し
ての国境防衛の問題が持ち上がったときでも，それはあくまでも他人事なのであった。異民族
による圧迫に対する反応も社会的レベルには達せず，状況を打破できそうな有能な軍指揮官を
招集する程度であった。しかしこのような軍隊は異民族の襲撃に対して有益とは成り得なかっ
た。というのも同族の兵がローマの軍側にもいたからである。さらに，これらの軍は王位継承
問題のために動員されることも増えていった。都市はもはや安全な場所ではなくなり，経済も
打撃を受け，人々は貴族が田舎の邸宅へ避難するのに加わり，次第に大農場となっていく。そ
こには貴族と農奴の関係の上に成り立つ封建制度の萌芽がすでに見られる。要するに，田園は
避難地と見なされ，都市の危機の救済策であると見なされたのだ。この度の人々の移動は現実
に即したもので，文学的理想に導かれたものではなかった。文学的理想は台頭してきたキリス
ト教に占められ，キリスト教徒は田舎を多神教に奉じる蛮人に汚染された土地と見なしていた。
このため多神教徒はラテン語で “paganus” と呼ばれ，田舎の農村を意味する “pagus” から派生し
ている。しかし田園はキリスト教徒が修道院を造り，福音書に従って生活を送る場でもあった。
そして多くの奴隷を所有するラティフンディアの主であるような貴族を特に惹きつける場所で
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もあった。それらの貴族の中には多大な財産を全てキリスト教徒に寄贈する者もいて，折々に
奴隷を，つまり古くから農奴としてそこに住む人々を解放していった。その解放は，またして
も人々を彼らの暮らす土地から追い出すという結果につながった。であるからこのような奴隷
たちが解放に激しく反対したのも驚くにあたらない。（図 4，5）

図4　コロンバローネの邸宅

図5　アマルフィ近くのミノーリの邸宅

瓦解（La distruzione）

帝国との境界に築かれた城壁の突破に成功した蛮族が見出したものは，彼らの意のままとな
る広大な土地であった。帝国内の都市には大勢の人々が暮らしていたが，蛮族に対し組織だっ
て抵抗する力が彼らにはなかった。蛮族出身である彼らの使用人たちは出生を同じくする侵入
者たちと懇意になる傾向があり，それが彼らの不安を増大させた。領主に臣下として使える者
達は有能な族長の権力を恐れ，自分たちの共通の敵とみなした。例えば族長から執政官となっ
たエッツィオは，皇帝の命により殺された。やはり蛮族出身のスティリコもまた，誠実な人柄
であったにも拘らず，彼を裏切者あつかいする貴族たちによって暗殺された。帝国末期の偉大
な歴代将軍は，いずれも蛮族の出身であった。いまやイタリアは，東ローマ帝国最後の皇帝を
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葬り去り，ラヴェンナを新たな首都とし，本来であれば象徴として皇帝に帰属すべき品々をコ
ンスタンティノープルへと奪回した蛮族の手中にあった。今日，歴史学者の中にイタリア滅亡
の原因がベルサリウス率いる西ローマ帝国軍にあったという見解をとる改訂論者がいる。解放
者を侵入者の立ち位置に置くことにより，侵入者を無罪放免にしようというものだ。フランス
やドイツ，イギリス国家のイメージをモデルに，対ローマ的で粗野なイタリアというアイデン
テティーに基づくひとつのイメージを生み出そう，というのが彼の思惑である。この説にはあ
まり説得力がない。というのも，当時ローマ人といえば実のところイタリア人以外の何者でも
なかったのだから。
ベリサリウスとナルセスはイタリアの開放を成し遂げた。が，彼らはそれ以上ことを押し進
めはしなかった。彼らに対し，皇帝の競合者であるという疑念が生じたためかもしれない。あ
るいは，イタリアに侵入しつつある新たな蛮族に対する手段を講じる上で十分な財源が最早帝
国になかったためかもしれない。その長い髭のためにランゴバルド族と呼ばれたこの蛮族は，
バイキングと類似点が多い部族であった。彼らは非武装状態のイタリアで思うがままに略奪と
破壊を行った。それまで都市が田園に対し保証してきた商業取引は最早期待できなくなり，田
園は都市が危機に陥った際の市民の駆け込み寺的機能を失っていく。このようにして，都市の
衰退は田園の衰退をもたらした。田園では，自給自足の実践により生き残りをはかろうという
縮小型の経済が主流になった。暗黒時代の始まりである。後にビザンチンと呼ばれるようになっ
た当時の東ローマ帝国に住む人々を非難する者達は，イタリアが青銅時代以来最も厳しい経済
的状況にあえいでいたこの頃，農業や商業活動を基盤とした東ローマ帝国における生活は相対
的に平穏であったという点に留意する必要があろう。蛮族による被害が特にひどかったのは，
九世紀から十世紀にかけてであった。イタリア中部もまた，アラブ諸国との戦争により荒廃した。
この状況において非難されたのは，キリスト教徒ではなくアラブ人であった。まず農民が田園
に見切りをつけ，次いで修道士たちも田園地帯を離れた。終にそこは，草がぼうぼうに生い茂
るかつての状態に戻ってしまった。

中世の自然（La natura medievale）

中世初期，郊外の自然はほとんど手つかずのままで，田園の占める割合は最小限に留まって
いた。中世後期になると，イタリアから追放されたアラブ人との交易のおかげで経済状況は回
復し，農業も再び活気をみせるようになる。幾つもの自由都市国家が誕生した。耕作地の使用
人たちは，自由と庇護を求め都市に移り住んだ。都市では，家臣を必要とする職人や商人から
なる新興の中産階級の人々の庇護のもと，彼らは生活をすることができた。「街の空気が自由を
もたらす（Stadtluft macht frei）」という格言が生まれたドイツにおいても，似たような状況であっ
た。当時のイタリアに規模の大きな都市はなかった。（もっとも，当時のヨーロッパにおいてイ
タリアの諸都市より規模の大きな町といえば，パリぐらいなものであったけれども）。（図 6）
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図6　中世のボローニャ（復元）

ボローニャは人口五万強の都市であったが，非常に活気があり，多くの塔が建ち並んでいた。
この町に塔が構築され立ち並ぶ様は，さながら中世のマンハッタンと呼ぶに価するものであっ
ただろう。ヨーロッパ最古の大学がこの町で生まれたと聞いても驚くにはあたらない。イタリ
アの諸都市で育まれた活気溢れる文化は，それに対する反動をも生むことになる。宗教におい
て特に強くその反動があらわれた。クレルボーのベルナールやフィオーレのヨアキム，そして
アッシジのフランンチェスコ。この神秘家は都市生活の随所にみられる欺瞞に反発し，ほとん
ど汎神論的ともいえる精神性へと到達した。彼が抱くヴィジョンとは，神によって創造された
自然は人間にとって姉妹ともいうべき存在である，というものだ。フランチェスコが田園と原
野をもはや区別せず，自然との対比において罪を生み出す場と都市をみなしたことは興味深い。
自然は神により創造された場であり，自由意志は介在しない。ゆえに，自然においては暴力も
罪とはみなされないのである。その一方で，俗世界 ― 例えばシエナの町 ― においては，
田園に再び価値を見いだそうと様々な試みがなされるようになる。例えば，ロレンツェッティ
に大画面のフレスコ画が依頼された。そこには自治政府の統治下で従来の美しい姿を取り戻し
た田園の姿が都市との対比において描かれている。『善政の効果（Gli effetti del buon governo）』
（1338-1339）という作品を見てみよう。西洋の古典以後の文化における初めての，真の風景画で
あるという点で重要な作品だ。一方，聖フランチェスコの宗教運動以後，広範囲にわたる文化
的な影響にも関わらず，風景画をめぐって真の発展は見られなかった。西洋における風景画の
誕生は，実のところ北方文化に追うところが大きい。イタリアにおいてはヴェネト地方でその
傾向がとりわけ顕著だった，というのも偶然ではない。（図 7）
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図7　アンブロージョ・ロレンツェッティ《善政・悪政の寓意》1338-1339年

風景画は，中産階級の人々の感性とキリスト教的感性が融合することにより生まれたもので
ある。風景画の画面において対置されるのは，人の手が入る空間と手つかずの空間というわけ
ではない。様々な観点において「都市」に対峙するものが，風景画においては都市の背景とし
て対置されるのである。

近代の田園 ― 象徴としての場からタブラ・ラサへ
（La campagna dell’età moderna: da luogo simbolico a tabula rasa）

ストア主義からエピクロス主義へと思想潮流の主軸が移り，それに伴い古典的な田園のイメー
ジが理論的に裏付けられたとすれば，美的観点からみて風景画へ，経済的観点からみて単なる
領域へと田園を変容させた近代の典型的な動向は，新プラトン主義からアリストテレス主義そ
して経験主義へと至る哲学思想の展開に裏打ちされるものであった。風景画は，まずパドヴァ
のアリストテレス主義に感化されたヴェネト地方に普及し，その後経験主義の広がりに伴い北
ヨーロッパで認められるようになる。アリストテレス主義は，経験を基軸に添えるという点で
経験主義の形をすでにとっている。（観念に通じるものとして）線描に重きをおいていたフィレ
ンツエの画家たちに対し，色に重きをおいたヴェネト地方の画家たちのように。経験主義者た
ちは，思索をその方向にいっそう深める。ストア派の定義によれば本来タブラ・ラサ（tabula 

rasa）― ロックの表現を用いれば “ブランク・スレート（a blank slate）” ― であるはずの脳裏
に刻まれる視覚的（veduta）な印象のみに思索の対象を限定しようと，経験主義者たちはアリス
トテレスが提示した実体の観念を否定した。このことは，風景画というのが家や樹木，丘，茂
みなど現実空間に存在している個々の物体の単なる描写ではなく，キャンバスという白い空間
（tabula rasa）において統合された視覚的印象であり，風景画として仕上がった際に初めてそれ
らのモノとして再認識されるような幾つかの感覚的印象の一体化であることを意味している。
また例えば，ターナーの作品にみられる輪郭がはっきりせず判別の難しい幾つかの不明瞭な形
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態に対しても，空間性を付加することができる。カメラ・オブスクラ（暗箱）の普及や視覚的
表象としての絵画の概念についても同様の説明が可能である。カメラを生み出したのが芸術家
であったことは記憶に留めておきたい。（図 8，9）

図8　ジョルジョーネ／ティツィアーノ《田園の合奏》1509年頃

図 9　アントン・S・ピットロー《バーコリ》都市景観画，19世紀初頭

利潤をあげることができる資本の一環として土地を所有する，という近代における所有地の
経済学的理念においても同様に，このアプローチをみることができる。この場合，土地は農民
達により占有されている。故に，ブランク・スレートはもはや起点ではなく，目標になるもの
といえる。『資本論』（1867）第一巻においてカール・マルクスが不動産クリアリング（Cleaning 

of Estates）という表現により示唆した「土地に囲いを施した上で中の人間を追い出す」 ― 労
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働のシステム化が進むことにより農民達が自分の土地から追い払われてしまう ― 様相がここ
で描かれている。行き着く先の都市で彼らを待ち受けているのは惨めな暮らしに留まらない。
虐政も更なる追い討ちをかける。トマス・モアが『ユートピア』（1516）において，またマルク
スが上掲書で描き出したのは，まさにそのような状況であった。

工業と旅行業（Industria e turismo）

ハイデガーは『技術への問い』（1949/1953）において，工業化が田園の消滅および単に資源
としての価値しか持たなくなってしまった自然の搾取に追い打ちをかけていることについて論
じている。生気が全く感じられず存在意義などどこにも見いだせない，まったくゴミタメのよ
うな ― これは環境汚染云々よりもはるかにドラマチックな様相だ ― 所有地の脱 -美化も，これ
に呼応している。工業都市も同様である。人々の出会いの場といったかつての機能は失せ，生
産と消費の機会を提供する装置のような空間になってしまった。さて，この脱 -美化の傾向に巻
き込まれずに “人間的 ” 評価に値する一枚の絵のごとき風景を見出すためには，まだ資本主義に
どっぷりとつかっていないイタリアのような国，あるいは近代化の波が未だおしよせていない
（異国趣味と言われそうだが），そう，例えば東洋の国々へと赴くことが必要だ。旅行業という
ビジネス誕生の経緯について思いを馳せてみるとよい。（旅行が未だ修行という意味合いを兼ね
備えていた）十七世紀末から（旅が美的趣味の享受という意味合いを持つようになった）十九
世紀半ばにかけ，ゲーテやバイロン，ターナー，コローをはじめとする北ヨーロッパの人々が行っ
たグランドツアーをきっかけとしてそれが生まれたのではなかったか。（図 10）

図10　アントニオ・フォンタネージ《四月》1872-73 年

グロバリゼーションとポストシテイ（Globalizzazione e posto città）

旅行ビジネスは次第に世界的な規模で展開されるようになる。尤も，工業化や田園の価値低
下もやがて同じような運命をたどるのではあるが。次第に “未知 ” の土地を見つけるのが困難に
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なる。インドの環境活動家ヴァンダナ・シヴァが述べているように，我に返った時には時遅し，
しゃにむに近代化が押し進められ，グラッピング・ランド（Land grabbing）― 大規模な土地
の占有 ― が新たに施行されることにより，農民達は時に国境を超え移動せざるを得なくなっ
ている。もはや中心部も境界もなくひとつに統合された都市の瓦解もまた，田園が単なる搾取
の対象へと矮小する様（これをハイデガーは「用象」「在庫」「貯蔵品」「調達品」「役立つもの」
等の意味合いを込め Bestandと呼ぶ）に相呼応している。小宇宙的様相を呈していた都市は，
よりいっそうの脱所有地化を旨とするお定まりのサービスを旨とする構造を内蔵する都市へと
変貌を遂げる。ショッピングセンターが地域に根付いた商店街にとって代わる。かくいうショッ
ピングセンターも，オンラインショッピングの普及に伴い需要が減る一方だ。地域的な需要に
即したサービスは，インターネット上でマニュアル的に処理されるものへと代わる。（社会的生
活を営む場としての）公共の空間は，世界規模で展開する飲食関係のチェーン店のような消費
の場にとって代わられる。赤の他人と時間・空間を共有するために小銭を払っているようなも
のだ。“スマートシティ（smart city）”は，この変容を加速させる。というのも，これらの都市
においては，個々の存在に個性を与えるような人類学的・象徴的な様相が尊重されることはな
いからだ。ポストシティとはすなわち，土地としてのアイデンテティーや社会性のある空間を
欠き，分断され，荒廃しつつある地域や放置された場所をも内包した都市の現実の姿である。
その意味において，ポストシティは今や発展の方向性を見失い，脱所有地化が進んでいる。ポ
ストシティとの境界にあるのはもはや田園ではない。田園自体がまた，没個性的な工業地帯へ
と溶けこんでいくからだ。工業システム化された農業についても同様の性格をみることができ
る。その上，非人間的な生活を幾分強いられはするものの，行き届いたサービスを受け満足の
いく仕事を見つけることができる地区への移動により，都市の中核では空洞化が起こる。それ
を契機として，田園 -都市間の大規模な転位および田園地帯の荒廃が起こる。これらの空間は総
じて本質的にポストヒューマン的な様相を呈している。（図 11）

図11　ポルト・トッレスの工業地帯
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他の没個性的な空間に陥ることなく今いる没個性的な空間から抜け出すことは難しくなるば
かりだ。旅行業界においては，商品価値があると看做された土地は，その土地における様々な
体験も込みで商品として扱われ，旅行者はショッピングモールのショーウインドゥの間を縫う
ようにしてそれらの土地をめぐる。そして今日，その類いの体験がいかなるものであるのかは，
プログラムに従いある土地に行ったは良いが，その土地に対する知識が無くぼうっとするばか
りの観光客，また何を見たらよいか見当もつかず，体験したことに対し何の意味も見いだせず
にうんざりしている観光客の眼差しに集約される。このようにして，個人主義やナルシズム，
また蛮族の侵略が契機となりかつて起こったような社会の断片化がふたたび起こる。今日，自
分のこと以外考えないような人を擁護するために，いったい誰が自身を犠牲にするというのだ
ろう？蛮族が到達する前に田園地帯へと逃げ込むしかないではないか？そのためにはまず，田
園の再創成が希求される。田園を再創成するとは土地の購入を意味するわけではない。それは“耕
作 ”の人間的な役割を，その象徴的な意味合いを再び見いだすことを意味している。というのも，
田園とは死が存する一方で再生も約束されているような自然に依拠する場なのであるから。
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